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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】カットオフ・プロファイルを伴った少なくとも
１つの光ビームを光軸に沿って放出するための自動車両
用モジュールである。
【解決手段】モジュール１は、対応する第１光源３およ
び第２光源４によって放出された光を収集すると共に当
該光を焦点部位Ｆに向かって転向させるようにそれぞれ
適合された、第１光コレクタ５および第２光コレクタ６
を含んでいる。第１光コレクタ５が、カットオフ・プロ
ファイルを画成するように第２コレクタ６によって放出
された光の一部を表面５５で反射するために、焦点部位
Ｆの方向へ延びている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カットオフ・プロファイルを伴った少なくとも１つの光ビームを光軸（Ａ）に沿って放
出するための自動車両用モジュールであって、少なくとも１つの第１光源（３）および少
なくとも１つの第２光源（４）と、前記少なくとも１つの第１光源（３）および前記少な
くとも１つの第２光源（４）によって放出された光を収集すると共に当該光を焦点部位に
向かって転向させるようにそれぞれ適合された少なくとも１つの第１光コレクタ（５；５
’；５”）および少なくとも１つの第２光コレクタ（６；６’；６”）と、を含んだモジ
ュールにおいて、前記コレクタのうちの少なくとも１つ（５；６’；５”；６”；５，６
’）が、前記カットオフ・プロファイルを画成するように別の前記コレクタ（６；５’）
によって放出された光の一部を反射するために、前記焦点部位の方向へ延びていることを
特徴とするモジュール。
【請求項２】
　前記焦点部位の方向へ延びる前記コレクタのうちの少なくとも１つ（５；６’；５”；
６”；５，６’）が、前記別のコレクタによって放出された前記光の少なくとも一部の外
部反射によって前記少なくとも１つのビームの前記カットオフを作り出すように適合され
ている、請求項１記載のモジュール。
【請求項３】
　前記焦点部位の方向へ延びる前記コレクタのうちの少なくとも１つ（５，６’）が、前
記別のコレクタによって放出された光の少なくとも一部の全反射によって前記少なくとも
１つのビームの前記カットオフを作り出すように適合されている、請求項１記載のモジュ
ール。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの第１コレクタ（５；５’；５”）と、前記少なくとも１つの第２
コレクタ（６；６”）とが、当該各コレクタの屈折率よりも低い屈折率を有した媒質によ
って互いに隔てられている、請求項１から３のいずれか一項に記載のモジュール。
【請求項５】
　前記焦点部位の方向へ延びる前記コレクタ（５；６’；５”；６”；５，６’）が、前
記焦点部位に出光面（５３；６３）を有している、請求項１から４のいずれか一項に記載
のモジュール。
【請求項６】
　前記コレクタのうちの１つ（５’）を通過する、関連した前記光源からの光の一部が、
前記焦点部位で前記出光面（６３）を通じて出てくるように別の前記コレクタ（６’）を
通過する、ことを特徴とする請求項５記載のモジュール。
【請求項７】
　前記コレクタのうちの１つ（５；６’；５”；６”）だけが前記焦点部位へ向かって延
びている、請求項１から６のいずれか一項に記載のモジュール。
【請求項８】
　前記焦点部位へ向かって延びる前記コレクタ（５”，６”）が、当該コレクタの一部上
にあって別の前記コレクタ（６；５’）から到来する光線の一部ないし全部を反射するよ
うに企図された反射性被覆（８；８’）を含んでいる、請求項７記載のモジュール。
【請求項９】
　前記被覆（８；８’）は、前記焦点部位から前記光源（３；４）の方向へ延びる前記コ
レクタ（５”，６”）の表面の少なくとも一部上にある、請求項８記載のモジュール。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの第１コレクタ（５）と前記少なくとも１つの第２コレクタ（６’
）とが、前記光軸（Ａ）に沿って前記焦点部位の方向へ延びている、請求項３から６のい
ずれか一項に記載のモジュール。
【請求項１１】
　前記焦点部位の方向へ延びる前記コレクタが、当該モジュールの前記光軸の方向へ傾斜
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した対称軸を有する収集区域（５１；６１）を含んでいる、請求項１から１０のいずれか
一項に記載のモジュール。
【請求項１２】
　前記焦点部位の方向へ延びる前記コレクタが、当該モジュールの前記光軸に接した表面
（５５；６５）を含んでいる、請求項１から１１のいずれか一項に記載のモジュール。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの第１光源（３）および前記少なくとも１つの第２光源（４）は、
当該モジュールの前記光軸（Ａ）に略平行な方向へ光を放出するような向きになっている
、請求項１から１２のいずれか一項に記載のモジュール。
【請求項１４】
　複数の第１コレクタ（５ａ，５ｂ，５ｃ，５ｄ，５ｅ，５ｆ，５ｇ）および／または複
数の第２コレクタ（６００）を含み、前記複数の前記第１コレクタが互いに一体構成とな
っており、および／または前記複数の第２コレクタ（６００）が互いに一体構成となって
いる、請求項１から１３のいずれか一項に記載の発光モジュール。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれか一項に記載の発光モジュールを少なくとも１つ含んだ発光
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ビームを放出するための装置に関する。好適な用途は、自動車工業、およ
び照明装置（特に、自動車両ヘッドライド）の製造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　その分野においては従来、約７０メートルの路上範囲を有するロービーム機能を含んだ
照明モジュールが知られている。それらのモジュールは、本質的に夜間に使用され、光ビ
ームの形態が、逆方向に進行したり追従されたりする車両の運転者を眩惑するのを防ぐよ
うなものとなっている。このビームは、水平部分を（好ましくは、地平線から約０．５７
度低い所に）伴った上部のカットオフを有しているのが典型的である。それは、対向車両
の運転者が位置するであろう区域を照らさないようにするためである。
【０００３】
　特許文献１（FR2934667）は、第１および第２それぞれの光コレクタ同士の間で光軸に
沿って配置されるフォルダによって、カットオフを伴うビームを作り出す照明モジュール
を形成しているという理由で、この技術に位置づけられるものである。それらの光コレク
タは、第１および第２の光源によって放出された光を収集して、その光を、フォルダの両
端部の一方が位置する焦点部位へ向かって転向させるように適合されている。フォルダの
下流側では、照明モジュールの出口に位置する投射レンズを通じて光線が投射される。
【０００４】
　上述した先行技術は、特にヘッドライトを形成するのに多数の部品を組み立てねばなら
ないという理由で、比較的複雑な構造を有している。さらに、２つのコレクタ同士の間に
配置されるフォルダは、「フルビーム」(ハイビーム)機能のために第１および第２の光源
が点灯されたとき、光ビーム内に暗黒ラインを発生させるという影響を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】仏国特許第２９３４６６７号明細書
【発明の概要】
【０００６】
　本発明は、目下の技術における欠点の一部ないし全部を解決することを可能とし、この
目的のために、フォルダを不要とするよう、コレクタの一方における反射（好ましくは、
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全反射）の現象を活用することによってカットオフ機能を実施することを提案するもので
ある。以下の説明において、「全反射によって光線を反射するように適合されたコレクタ
」は、次のような屈折率の材料から作られるコレクタを意味する。即ち、所定値よりも大
きな入射角でコレクタの壁に到達する光線が、その光線のエネルギーの如何なる有意な一
部もその壁を通じては伝達されることなく、当該の壁で全反射されるような屈折率である
。
【０００７】
　この趣旨において、本発明は、カットオフ・プロファイルを伴った少なくとも１つの光
ビームを光軸に沿って放出するための自動車両用モジュールであって、少なくとも１つの
第１光源および少なくとも１つの第２光源と、前記少なくとも１つの第１光源および前記
少なくとも１つの第２光源によって放出された光を収集すると共に当該光を焦点部位に向
かって転向させるようにそれぞれ適合された少なくとも１つの第１光コレクタおよび少な
くとも１つの光第２コレクタと、を含んだモジュールに関するものである。
【０００８】
　本発明によれば、前記少なくとも１つの第１コレクタおよび／または少なくとも１つの
第２コレクタのうちの１つが、当該第１および第２のコレクタ同士の間に固定された金属
板などの如何なる追加的構成要素をも要することなく、カットオフ・プロファイルを伴っ
たビームを発生させるように、光学反射器として用いられる有利さがある。カットオフ要
素の役目を果たす当該コレクタは、別のコレクタから到来する光線の一部ないし全部を、
（或いはビームを投射するように適合された）レンズの上／下縁部に向かって反射するこ
とを可能とする。
【０００９】
　考えられる様々な実施形態によれば、その反射は、コレクタと周囲媒質との間で画成さ
れる屈折面でのガラス反射によってか、或いはコレクタの表面の一部上に設置される金属
被覆での金属反射によってかのいずれかで達成される。いずれの場合においても、一方の
コレクタの外面が、他方に対して光学反射器の役目を果たす。
【００１０】
　前記コレクタのうちの少なくとも１つが、カットオフ・プロファイルを画成するように
別のコレクタによって放出された光の一部を反射するために、焦点部位の方向へ延びてい
るのが有利である。
【００１１】
　その他の、随意かつ非限定的な諸特徴が、以下に列挙される。それらは、個別に、或い
は互いに任意の組合せで採用され得る：
・　焦点部位の方向へ延びるコレクタのうちの少なくとも１つが、別のコレクタによって
放出された前記光の少なくとも一部の外部反射（特に、部分および／またはガラス反射）
によって前記少なくとも１つのビームのカットオフを作り出すように適合されている。
・　焦点部位の方向へ延びるコレクタのうちの少なくとも１つが、別のコレクタによって
放出された前記光の少なくとも一部の全反射によって前記少なくとも１つのビームのカッ
トオフを作り出すように適合されている。
・　前記少なくとも１つの第１コレクタと、前記少なくとも１つの第２コレクタとが、互
いに別個の構成要素である。
・　前記少なくとも１つの第１コレクタと、前記少なくとも１つの第２コレクタとが、各
コレクタの屈折率よりも低い屈折率を有した媒質によって互いに隔てられている。
・　媒質は空気である。
・　焦点部位の方向へ延びるコレクタが、当該焦点部位に出光面を有している。
・　前記焦点部位における前記出光面が、凸状であるか、凹状であるか、または傾斜して
いる。
・　コレクタのうちの１つだけが焦点部位へ向かって延びている。
・　焦点部位の方向へ延びる前記コレクタのうちの前記少なくとも１つが、前記別のコレ
クタによって放出された光を反射するための表面を含んでいる。
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・　焦点部位へ向かって延びるコレクタが、当該コレクタの一部上にあって別のコレクタ
から到来する光線の一部ないし全部を反射するように企図された反射性被覆を含んでいる
。
・　被覆は、焦点部位から光源の方向へ延びるコレクタの表面の少なくとも一部上にある
。
・　前記少なくとも１つの第１コレクタと前記少なくとも１つの第２コレクタとが、光軸
に沿って焦点部位の方向へ延びている。
・　焦点部位の方向へ延びるコレクタが、当該モジュールの光軸の方向へ傾斜した対称軸
を有する収集区域を含んでいる。
・　焦点部位の方向へ延びるコレクタが、当該モジュールの光軸に接した表面を含んでい
る。
・　前記少なくとも１つの第１コレクタおよび前記少なくとも１つの第２コレクタは、ポ
リカーボネートを含んで成る。
・　第１および第２コレクタの屈折率が同一である。
・　前記少なくとも１つの第１光源および前記少なくとも１つの第２光源は、当該モジュ
ールの光軸に略平行な方向へ光を放出するような向きになっている。
・　光源のうちの少なくとも１つが、光軸の方向へ光を放出するような向きになっていて
、前記少なくとも１つの第１光源および前記少なくとも１つの第２光源は、発光ダイオー
ドを含んでいる。
・　当該モジュールは、コレクタのうちの１つを通過する、関連した光源から到来する光
の一部が、焦点部位で出光面を通じて出て行くように別のコレクタを通過するようになっ
ている。
・　当該モジュールは、複数の第１コレクタおよび／または複数の第２コレクタを含む。
・　前記複数の前記第１コレクタが互いに一体構成となっており、および／または複数の
第２コレクタが互いに一体構成となっている。
・　当該モジュールは、複数の第１コレクタおよび／または複数の第２コレクタに共通と
なるように構成されることのできる投射レンズを更に含んでいる。
【００１２】
　本発明のもう一つの態様は、上述した諸特徴のいずれか１つないし複数を有する発光モ
ジュールを少なくとも１つ含んだ発光装置に関するものである。本発明の一つの特別な特
徴によれば、その装置は自動車両の前部ヘッドライトである。
【００１３】
　本発明における、その他の特徴、目的、および利点は、非限定的な例として与えられる
添付図面を参照して以下の詳細な説明を読み取ることで明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１実施形態を、光軸を通る垂直面上の断面で示す図。
【図２】本発明の第２実施形態を、光軸を通る垂直面上の断面で示す図。
【図３】本発明の第１実施形態の変形例を、光軸を通る垂直面上の断面で示す図。
【図４】本発明の第２実施形態の変形例を、光軸を通る垂直面上の断面で示す図。
【図５】本発明の第３実施形態を、光軸を通る垂直面上の断面で示す図。
【図６】本発明による多光源照明モジュールを斜視にて示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態による自動車両用の照明モジュール１における断面での描
写である。この描写において、断面は、局所的な基準座標系{Ｏ，Ｘ，Ｙ，Ｚ}における垂
直面［Ｏ，Ｘ，Ｚ］上にある。その座標系において、軸Ｏ－Ｘはヘッドライトの光軸に平
行な水平方向を示し、軸Ｏ－Ｚは軸Ｏ－Ｘに垂直な垂直（鉛直）方向を表す。
【００１６】
　図１に示す照明モジュールは、２つの光ビームを作り出すように企図されているが、そ
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れらのビームは、２つの別個の照明機能：（ｉ）逆方向へ進行する車両を眩惑するのを防
ぐようにカットオフ・プロファイルを有した照明（「ロービーム」型の照明機能に相当）
、および（ii）カットオフ・プロファイルのない照明（「フルビーム」ないし「ハイビー
ム」型の照明機能に相当）の実施のためのものである。
【００１７】
　本発明による照明モジュール（ないしは発光モジュール）１は、第１光源３および第１
光コレクタ５から成る第１の組立体を含んでいる。その第１の光学組立体は、第１光ビー
ムを供給するように企図されている。
【００１８】
　本発明によるモジュール１は更に、第２光源４および第２光コレクタ６から成る第２の
組立体を含んでいる。その第２の光学組立体は、第２光ビームを供給するように企図され
ている。
【００１９】
　各コレクタからの光ビームを投射して、一方ないし両方の光源３，４の点灯による２つ
の照明機能のうちの一方を作り出すように、光軸Ａに沿って集束レンズ１０が配置されて
いる。
【００２０】
　本発明によれば、第１コレクタ５は、カットオフ・プロファイルを画成するように別の
コレクタによって放出された光の一部を反射するために、焦点部位の方向へ延びている。
ここで、焦点部位は、レンズ１０の焦点Ｆに相当している。
【００２１】
　第１コレクタ５は、有利であることに、第２光コレクタ６から到来する光を反射するた
めの表面５５を有している。より精確には、焦点Ｆの高さにある第１コレクタ５の表面要
素５５によって、ビームのカットオフ・プロファイルが作り出されるが、その表面要素は
、第１コレクタ５と、空気から成る周囲媒質との間の屈折面を形成している。カットオフ
は、ガラス反射型の部分外部反射によって作り出される。従って、如何なる追加の構成要
素（例えば、フォルダと称される金属板など）をも要することなく、ビーム内のカットオ
フを作り出すことができて有利である。
【００２２】
　作り出されるカットオフは、空間内で如何なる向きをも有することができる。カットオ
フ・プロファイルは好ましいことに、より光に曝されることの少ない区域の存在ゆえに、
光軸の周囲に均一には分布されない出光ビームの形成から結果として得られるものである
。その区域は実質的に、互いに傾斜してリンクを形成する少なくとも２本、特に３本の真
っ直ぐな線分で形成することのできるカットオフ・プロファイルによって画定されている
。その結果として得られる照明は、「ロービーム」型のものと称される。
【００２３】
　目下の例において、各光源３，４は発光ダイオードから成っている。但し、その他の実
施形態においては、第１および第２の光源のそれぞれを形成するよう、複数の発光素子同
士を組み合わせることができる。それは、投射レンズの出口において、より高い光の出力
の光束を放出するようにである。各発光素子は、例えば発光ダイオードやレーザーダイオ
ードから成ることができる。
【００２４】
　本発明のもう一つの特別な特徴によれば、第１光源３および第２光源４は、モジュール
の光軸Ａに平行な方向へ光を放出するように向きが合わされる。
【００２５】
　第１コレクタ５および第２コレクタ６は、第１光源３および第２光源４によって放出さ
れた光をそれぞれ収集するように、また収集した光を焦点部位に向かって、特に焦点Ｆに
向かって転向させるように適合されている。
【００２６】
　本発明の一つの特別な特徴によれば、焦点部位の方向へ延びる第１コレクタ５は、モジ
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ュールの光のＡの方向へ傾斜した対称軸を有する収集区域５１を含んでいる。
【００２７】
　本発明のもう一つの特別な特徴によれば、第１および第２コレクタは、それらのコレク
タの屈折率よりも低い屈折率を有した媒質によって互いに隔てられている。目下の例にお
いて、その媒質は空気である。
【００２８】
　既に示したように、屈折面５５は従って、空気と第１コレクタ５との間で形成される。
その結果、第２コレクタ６からの光線の一部ないし全部が、第１コレクタ５の表面の所で
（例えば、ガラス反射によって）反射される。
【００２９】
　本発明のもう一つの特別な特徴によれば、焦点部位の方向へ延びる第１コレクタ５は、
焦点部位に、より特定的には焦点Ｆを包含する垂直面（Ｆ，Ｏ，Ｙ）内に、出光面５３を
有している。第１コレクタ５の屈折面５５は、モジュールの光軸Ａに接している。
【００３０】
　第１および第２コレクタは、空気の屈折率よりも高い屈折率を有した透明材料で作られ
ている。各ダイオード（ＬＥＤ）によって発生する熱に耐えられるポリカーボネート（Ｐ
Ｃ）が好適に用いられる。この材料の選択は、各ダイオード（ＬＥＤ）が透明なコレクタ
の付近にあるということにおいて特に有利である。
【００３１】
　その他の実施形態においては、各コレクタをポリプロピレンカーボネート（ＰＰＣ）や
ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）で作ることができるであろう。
【００３２】
　図２は、本発明の第２実施形態を、光軸Ａを通る垂直面（Ｏ，Ｘ，Ｚ）上の断面で示し
ている。この第２実施形態は、第２コレクタ６’が光軸Ａに沿って焦点部位の方向へ延び
ている点において、図１を参照して説明した第１実施形態と異なっている。
【００３３】
　本発明の一つの特別な特徴によれば、焦点部位の方向へ延びる第２コレクタ６’は、モ
ジュールの光軸Ａの方向へ傾斜した対称軸を有する収集区域６１を含んでいる。
【００３４】
　空気から成る周囲媒体と第２コレクタ６’との間で屈折面６５が形成され、第１コレク
タ５’からの光線の一部ないし全部を、第２コレクタ６’の表面でガラス反射型の部分外
部反射によって反射することを可能としている。ビームのカットオフ・プロファイルは、
図１を参照して上述したように、焦点Ｆの高さにある屈折面６５の要素によって作り出さ
れる。本発明のもう一つの特別な特徴によれば、モジュールは、第１コレクタ５’と関連
付けられる第１光源３からの光の一部が、当該第１コレクタ５’によって伝達され、焦点
部位において出光面６３を通じて出て行くよう、第２コレクタ６’を通過するようになっ
ている。
【００３５】
　第１光源３および／または第１コレクタ５’は、その光源からの光の一部が第１コレク
タ５’を通過して第２コレクタ６’へ進入するようになっている。これを達成するための
様々な適応が考えられ得る：
　ａ）第１光源３が、光軸Ａの方向へ僅かに傾斜していること、および／または、
　ｂ）第１光源３が、第２コレクタ６’の方向へ十分に広い発光角で発光すること、およ
び／または、
　ｃ）第１コレクタ５’の収集区域が、第１光源３によって放出された光線の一部が第１
コレクタ５’の表面で反射されないことで、それらの光線が第２コレクタ６’内へと導入
されるようになっていること。
【００３６】
　第２コレクタ６’は、第１コレクタ５’から到来する導入光を、投射レンズ１０へ到達
するよう第２コレクタ６’の出光面６３へと案内するように適合されている。この目的の
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ために、第２コレクタ６’の下方表面６７は、この表面で第１コレクタ５’からの光が全
反射を受けるように適合されている。このようにして放出された光は、自動車道の上に位
置する高い標識パネルを照らす役目を果たすことができる。
【００３７】
　第２コレクタ６’の下方表面６７は、部分反射や全反射によってであれ、この表面を金
属被覆することによってであれ、いずれにしても標識パネルを照らすように適合される。
【００３８】
　図３は、図１を参照して上述した本発明の第１実施形態に適用される変形例を、光軸Ａ
を通る垂直面（Ｏ，Ｙ，Ｚ）上の断面で示している。
【００３９】
　この変形実施形態によれば、焦点部位へ向かって延びる第１コレクタ５”は、当該コレ
クタ５”の一部分上に、特に焦点部位の高さに配置された反射性被覆８を含んでいる。こ
れは、他方のコレクタ６から到来する光線の一部ないし全部を、カットオフ・プロファイ
ルに従って反射するようにである。例示的かつ非限定的な例として、この反射性被覆８は
金属の薄層から成り、その層は、投射レンズ１０の出口において光のない区域の出現を避
けるに足るほど薄くなっている。この金属被覆は更に、ガラス反射に比べて高い金属の反
射率のおかげで、焦点部位まで延びてはいないモジュールの部分（即ち、図３の例では第
２光源４および第２コレクタ６）の発光効率を向上させることを可能とする。さらに、こ
の種の被覆は、所望のカットオフ・プロファイルに従って容易に適合させることができる
。その被覆は従って、モジュールの第１コレクタ５”へと統合されたカットオフ要素を構
成しているのである。
【００４０】
　この変形実施形態によれば、金属被覆８は、第１コレクタ５の表面５５のうち光軸Ａに
接した部分を覆っている。それは、第２コレクタ６から到来する光線の一部ないし全部が
、レンズ１０の下縁部に向かって転向されるよう、金属被覆８の所で反射（金属反射型の
外部反射）されるようにである。
【００４１】
　図４は、図２を参照して上述した本発明の第２実施形態に適用される同様の変形実施形
態を、光軸Ａを通る垂直面（Ｏ，Ｙ，Ｚ）上の断面で示している。
【００４２】
　この同様の変形実施形態によれば、金属被覆８’が、第２コレクタ６”の表面６５のう
ち光軸Ａに接した部分を覆っている。これは、第１コレクタ５’から到来する光線の一部
ないし全部が、レンズ１０の上縁部に向かって転向されるよう、金属被覆８’の所で反射
されるようにである。
【００４３】
　従って、ビームのカットオフは、第１コレクタ５’から到来する光線の、金属被覆８’
の形態の金属による反射によって作り出されるのである。
【００４４】
　図５は、本発明の第３実施形態を、光軸Ａを通る垂直面（Ｏ，Ｙ，Ｚ）上の断面で示し
ている。その第３実施形態においては、第１コレクタ５と第２コレクタ６’とが、焦点部
位の方向へ、特にレンズ１０の焦点Ｆに向かって延びている。
【００４５】
　本発明の一つの特別な特徴によれば、２つのコレクタ５，６’のそれぞれが、焦点部位
に、より特定的にはレンズ１０の焦点Ｆを包含する垂直面（Ｆ，Ｙ，Ｚ）内に出光面５３
，６３を有している。
【００４６】
　図５に示すように、第１コレクタ５の下方表面５５と、第２コレクタ６’の上方表面６
５とは、２つのコレクタ同士が互いに接触して屈折面を形成するように、光軸Ａ上で交わ
っている。
【００４７】
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　カットオフは従って、屈折面の高さでの全反射によって作り出される。
【００４８】
　この、第１および第２コレクタが両者ともレンズ１０の焦点Ｆまで延びている実施形態
は、第１コレクタ５および第２コレクタ６’から到来するそれぞれの光束が屈折面の高さ
での全反射を受けることを考慮すれば、これらの光束の各々を最大化させることが可能と
なって有利である。
【００４９】
　特に２つのコレクタ同士が同じ屈折率を有している状況で採用される、本発明のもう一
つの特別な特徴によれば、各コレクタが空気とで屈折面を画成するように、光軸Ａに沿っ
て配置される空気の薄層によって２つのコレクタ同士が隔てられる。
【００５０】
　このようにしてコレクタによって形成される各屈折面は、他方のコレクタによって放出
される光の一部ないし全部を反射することを可能とする。従って、２つのコレクタからの
光線の一部ないし全部が、レンズ１０の上縁部および下縁部の方へと反射されるのである
。
【００５１】
　図１から図６を参照して説明した各実施形態において、焦点部位の方向へ延びるコレク
タの出光面は、光軸Ａに垂直である平坦な表面を有している。これは、図１、図３、図５
に示すような第１コレクタ５，５”の出光面５３、および図２、図４、図５に示すような
第２コレクタ６’，６”の出光面６３である。
【００５２】
　本発明の別の実施形態では、この出光面が、光ビームを広げたり集中させたりするため
、および／または投射レンズ１０の如何なる収差をも補正するために、凸状や凹状の表面
を有すること、および／または光軸に対して傾けられることができるであろう。
【００５３】
　光軸の方向へ距離を延ばされている透明なコレクタの出光面と、カットオフ要素を形成
しているそのコレクタの下方表面との交わりによって形成される縁部は、ビーム内のカッ
トオフの形状に対する投射レンズ１０の収差の影響を減らすように適合させることができ
る。これは、図１、図３に示すような第１コレクタ５，５’の出光面５３とその下方表面
５５との間の縁部、および図２、図４に示すような第２コレクタ６’，６”の出光面６３
とその下方表面６５との間の縁部である。
【００５４】
　図６は、図２を参照して上述した第２実施形態による発光モジュールを複数含んだ、本
発明による多光源モジュールを斜視にて示す図である。
【００５５】
　そのモジュールは、有効な照明基準に従って十分な光出力を得るように複数の光源を含
んでいるという意味において「多光源」と称される。特にモジュールは、第１列の７つの
発光ダイオード３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ（第１光源）と、第２列の５
つの発光ダイオード４ｃ，４ｄ，４ｅ，４ｆ，４ｇ（第２光源）とを含んでいる。７つの
第１コレクタおよび５つの第２コレクタが、７つの第１光源および５つの第２光源とそれ
ぞれ関連付けられている。
【００５６】
　本発明の一つの特別な特徴によれば、単一部品６００を形成するように、第２光コレク
タ同士が互いに一体構成となっている。当該部品は、成型によって、或いは任意の他の適
切な製造技術によって容易に製造可能である。その他の実施形態においては、単一部品を
形成するように第１光コレクタ同士が互いに一体構成とされる。
【００５７】
　モジュールは更に、各光源および各コレクタの全てに共通の投射レンズ１００を含んで
いる。
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